
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。 

本日はガバナー公式訪問です。 

ガバナー 稲葉雅之様、地区幹事 杉本與一様、ガバナー補佐 川井啓介様、ガバ

ナー補佐事務局長 桒原伸夫様、朝早くからありがとうございます。後ほどお話を伺

うのを楽しみにしております。よろしくお願い致します。 

さて話は変わりますが、先週の土曜日に学習支援教室寺子屋しんづに講師として 

青山さん、ひとみさんと行ってきました。 

学習支援教室に対する支援として地区補助金を使ったプロジェクトですが、今まで

の浜松市内を対象にしたお弁当配布に変えて、一つの学習支援教室と深く付き合い、

その実態や本当に求められているものを探り、今後の活動の参考とするという企画で

す。 

そのため、なるべく多くの会員に自分の目で見て頂きたく、毎月第三土曜日の午後

に講師派遣 3 名、お昼を食べていない子もいるとのお話から菓子パン配布月 2 回、 

その他会員の小田木さんが館長の浜松科学館見学、クリスマス会、学習用品の寄付、日用品の配布等を行う予定

です。 

この中で、特に重視しているのが講師派遣です。 

寺子屋しんづは小学生11名中学校5名です。講師というと緊張しますが私たちが受け持つのは小学生ですので、

それほど大変なものではありません。 

1 単位 50 分の 2 単位ですが、2 単位とも勉強する子や 1 単位だけ勉強して後は好きなことをして遊んでいる子

など様々です。 

それなりの時間を教室で過ごし、他のボランティアの方とお話しする機会もありますので、みなさん奮ってご参

加ください。 

いつもの例会とは違った体験ができるものと思います。 

実は、「例会だけにしか出ない会員をどれだけ減らせられるのか。例会以外のところに本当のロータリーの楽し

さが転がっていることを体感してほしい、」が今年度の会長としての隠れた目標となっております。 

財団プログラム委員会担当の次回例会で詳しくお話があると思いますので宜しくお願い致します。 

それでは、今日も 1 日よろしくお願い致します。 

 

 

 

① 7～9 月会費を 7/25 に引落の予定です。ご準備下さい。 

② 2026 年 6 月に台北市で国際大会が開催されます。参加希望の方は各人でお申し込みく

ださい。 

③ 「古着 de ワクチン」を今年度も行います。9 月の最終例会まで受付いたします。提供

して頂ける方は幹事までご連絡ください 

 

 

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 
■司会：小林昭次 藤田光弘 ■点鐘：加藤惠司 ■週報：松島弘明 
■ロータリーソング：「希望のエナジー」 
■ゲスト： 国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2620 地区 2025-26 年度  ガバナー稲葉雅之様 

同上           地区幹事  杉本興一様 
同上       ガバナー補佐  川井啓介様          
同上     ガバナー補佐事務局長  桒原伸夫様 

米山記念奨学生 オウ・ウテイさん 
 

スマイル提出者氏名掲載 

加藤会長･鈴木幹事、 

堀内善弘、安間孝明、鷲津有一 

会員数 64 名（内出席免除会員 3 名） 

出席数 42 名 出席率 68.85％ 

 

会長挨拶  会長 加藤惠司 

幹事報告  幹事 鈴木 亮 

RI 会長 フランチェスコ・アレッツォ/第 2620 地区ガバナー 稲葉雅之 /会長 加藤惠司 /幹事 鈴木 亮   

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 
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創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

もう一歩前へ！ 

 



 

 

 

テーマ：「自己紹介に使える簡単なフレーズ」 

我（ウォー）：私 

你（ニー）：あなた 

他（ター）：彼 

她（ター）：彼女 

它（ター）：それ（動物・植物・無生物） 

 

 

 

 

 

 

 

国際ロータリー 第 2620 地区 2025－2026 年度ガバナー 稲葉雅之様 卓話 

 

ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ氏からの

メッセージは「良いことのために手を取りあおう」

です。これは、共感を持って団結し、笑顔で奉仕に

つなげることを意味します。他の団体や、過去・未

来のリーダーともパートナーシップを組み、時間と

空間を超えて手を携えていこうというメッセージ

です。 

これに伴い、「革新」「継続性」「パートナーシップ」

が成長のための不可欠な3つの柱として示されてい

ます。特に会員増強は最重要課題であり、全ての活

動を会員増強につなげる意識が求められています。 

第 2620 地区としては、これに応える形で「The 

First Act Rotarians（ロータリアンから始めよう）」

というメッセージを掲げました。待つのではなく、

私たちロータリアンから率先して手を差し伸べよ

うという意味です 

12 月の地区大会（伊豆開催）でもこのテーマを掲げてまいります。 

本日は「奉仕、ある視点」として、3 つの視点を提示させていただきます。 

 

視点 1：ミャンマー、忘れられたロヒンギャ問題 

多くのクラブがミャンマー支援を行っていますが、最も困難な状況にあるロヒンギャ族への支援は十分と言える

でしょうか。私の所属クラブでもミャンマー支援を行っていますが、対象はビルマ族の居住区でした。支援のし

やすさだけでなく、本当に救済を必要としている人々へ目が向いているか、優先順位を再考する視点が必要です。 

また、身近な外国人労働者との対話を通じた平和啓発活動も、新たな奉仕の形になり得ると考えます。 

 

視点 2：会社でワクチン 

「古着でワクチン」に加え、今年度は「会社でワクチン」事業を実施します。社用車等に貼るステッカーを 2,000

円で販売し、原価を除く収益をポリオ撲滅（財団）へ寄付する仕組みです。ロータリアンだけでなく地域の企業

にも協力を仰ぎ、地区ホームページで社名を顕彰することで、公共イメージの向上と参加基盤の拡大を図ります。 

※加藤会長へステッカーと古着回収袋を贈呈 

 

視点 3：重点分野の優先順位 

ロータリーには 7 つの重点分野がありますが、「平和構築」こそが全ての基盤であると考えます。紛争地域では

ワクチンの接種も、井戸の掘削も、教育も困難です。平和であればこそ、他の重点分野の課題解決が進みます。 

平和の実現こそが、最も効果的な奉仕活動であるという視点です。 

最後に、米山梅吉翁の言葉「ロータリーの例会は、人生の道場、人づくりの修練の場である」をご紹介します。 

修練の先に真の楽しさがあると感じています。1 年間、皆様と手を取り合い、楽しみながら活動してまいりたい

と思います。 

 

 

米山記念奨学生 オウ・ウテイさんによる中国語講座 

議事 ガバナー公式訪問 


